
コアとなる事業の概要3つ（事業のタネ）

今後地域の将来像を実現するために必要と考えられる事業を3つ書いてください。
1

現時点で想定される課題 ボトルネック
① な ぜ こ の 事 業 を や る のか
（Why）

以前から過疎化が進んでいた牡鹿半島は東日本大震災により壊滅的な
被害を受け、地域の持続について危惧が持たれる。

②どの地域資源を活用するか リアス式の美しい自然景観、豊富な食資源、魅力的な地元の人や移住
者のキャラクター。

③商品 サービスの具体的な内
容は何か（What）

約2カ月の会期に渡る、食 音楽 現代アートの総合祭。

課題 ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物 企業像

⑤この事業により地域内で何が循
環するか
またはどのような循環が起こるか

交流人口（観光客）、地域産品（食資源 お土など）の流通、拠点
運営 イベント対応における雇用創出

二次交通（uber的仕組み バス運行）、宿泊（旅館業法上の規制）
について取り組みを進めるための規制緩和について知見を持った方。省庁
など公的機関と交渉できる方。
草の根的ＰＲのスキルを持った方。

2
現時点で想定される課題 ボトルネック

① な ぜ こ の 事 業 を や る のか
（Why）

牡鹿半島においては増えすぎたニホンジカの食害が発生し、猟師の高齢
化 担い手不足と相まって大きな問題となっている。

②どの地域資源を活用するか 増えすぎたニホンジカ

③商品 サービスの具体的な内
容は何か（What）

ニホンジカを適切に処理 加工し、高い価値を持った食肉 食肉加工食
品として流通させる。

課題 ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物 企業像
⑤この事業により地域内で何が循
環するか
またはどのような循環が起こるか

これまで廃棄物に過ぎなかったニホンジカの肉に価値が生まれる。また、猟
師の担い手育成は山林の持続的な管理にも資する。

良好な販路を獲得し、商品開発にも知見のあるマーケティングの専門家。

3
現時点で想定される課題 ボトルネック

① な ぜ こ の 事 業 を や る のか
（Why）

東日本大震災の最大被災地の一つである石巻市では、ボランティアを契
機とした移住者や地元の方が、これまでになかったチャレンジを多く行ってい
る。

②どの地域資源を活用するか さまざまな地域資源。チャレンジやよそ者を歓迎する気風。

③商品 サービスの具体的な内
容は何か（What）

ローカルベンチャーの起業支援や拡大支援、ＰＲ。移住の促進。

課題 ボトルネックを乗り越えるために力を借りたい人物 企業像

⑤この事業により地域内で何が循
環するか
またはどのような循環が起こるか

地域の担い手。地域経済。地域資源。
マーケティングの専門家。
資金調達の専門家。

活動地域・団体名：石巻 一般社団法人Reborn-Art Festival

事業名称：リボーンアート・フェスティバル
事業概要 事業の内容

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who）

RAF事務局、APバンク、石巻市産業部産業推進課、RAF石巻実行委
員会

地元における認知度 支持率がまだ低い。
二次交通が脆弱。
半島地域の飲食店や宿泊施設が少ない。
子どもの参加が少ない。
魅力的な定番となるお土産。

食 音楽 現代アートを柱とした総合芸術祭。石巻 牡鹿半
島をメイン会場として2017年 2019年に本祭を実施し、次
回本祭は2021年を予定する。音楽プロデューサーの小林
武史氏と同氏が代表を務めるＡＰバンクが中心となって東
日本大震災からの持続可能な復興を目指しスタートした。
2019年の本祭では延べ来場者数44万人を獲得。2018
年からは地元の有志によりRAFをサポートしRAFを活かした
地域振興を図る取り組み「RAF石巻実行委員会」も立ち
上がっている。食 音楽 現代アートの各テーマにおけるスペ
シャリストが参画し、専門家からも高い評価を得ている。近
年はインバウンドにも力を入れる。

コンソーシアムハグクミ（一般社団法人ISHINOMAKI2.0、合同会社
巻組、一般社団法人イトナブ石巻、一般社団法人石巻観光協会）

事業名称：鹿肉の食肉加工販売
事業概要 事業の内容

小積浜に設けた食肉加工施設を拠点に、”食猟師”小野寺
望氏の運営のもと、これまで有害駆除され廃棄物となってい
た鹿をジビエ食材として高付加価値化とともに流通させる。

これまで積み重ねられてきた”しがらみ”から猟友会間など、人間関係の確
執がある。
安定的に販売できる販路の不足。
猟師の担い手不足。
鹿肉を有効活用した加工商品開発。

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who）

株式会社FERMENTO、食猟師 小野寺望

事業名称：ローカルベンチャーの推進
事業概要 事業の内容

地域資源を活用し、社会的課題解決という意識も併せ持っ
たベンチャービジネス的発想の”ローカルベンチャー”の創業
事業拡大や、ローカルベンチャーの担い手となることを目的と
した移住促進を支援する。

創業したばかりのローカルベンチャーのスケールアップ、安定経営化。
ローカルベンチャーの拠点となる土地建物。
ローカルベンチャーの初期資金獲得。
既存住民や既存企業との有効な関係構築。

④誰がこの事業の主たる担い
手か（Who）


